
プログラムの提示方法について（案）① 

 

別紙 ２ 

○ プログラム作成の目的  （H22.12.21 骨子より） 
 

同じ政策目標を共有する事業 施策の集合体をプ グラムととらえ プ グラム単位同じ政策目標を共有する事業、施策の集合体をプログラムととらえ、プログラム単位
で関連する施策・事業の概要を明らかとする こと 
 
その際に、プログラム単位で、アウトカム（成果目標）及び関連する事業・施策の概要
及びそれらのアウトプット（事業実施の必要量、箇所数等）をパッケージ化して提示す
ることで 各事業・施策が目指す姿を総合的に明らかにする ことることで、各事業・施策が目指す姿を総合的に明らかにする こと

 
○ 現在までの作業状況 

 

施策・事業の整理（棚卸し）を行い、プログラムとの関連について整理 
 
プログラム毎の目標の提示方法のイメージを作成 
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○ これまでの作業で明らかになった課題

プログラムの提示方法について（案）② 

○ れまでの作業で明らかになった課題
   

• 政策目標を達成するために、個々の事業・施策がどのように寄与するのかわかり
づらい。 

プ グ 関連する事業 施策 相 連携 手法や効果が 確• プログラムに関連する事業・施策について、相互連携の手法や効果が不明確。 

• プログラムに係る政策目標を達成するため、関連する事業・施策の中からどれを
選択し実施すべきか、指針性が必要。

 

○ プログラムの提示方法 
   

事業 施策 効果と政策目標（ ウ カム）と 関連性を 国民 わかりやすく• 事業・施策の効果と政策目標（アウトカム）との関連性を、国民にわかりやすく 
提示することがプログラムの目的。 

• そこで、以下を基本として、事業・施策の種類に応じた、効果の提示の仕方を 
検討してはどうか。 

 ① 事業・施策の実施と、政策目標の達成とが密接に関連する場合には、 
事業 施策の今後実施すべき必要量 箇所数等を示すことを検討   事業・施策の今後実施すべき必要量、箇所数等を示すことを検討。

② 直接的な関連づけが難しい場合にも、事業・施策の実施が政策目標の 
達成のためにどのように（どの程度）寄与するか示すことを検討。 
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③ 単一の事業・施策の実施による効果のみではなく、 
複数の事業・施策を連携（組み合わせ）ることにより得られる効果を示すことも検討。 



プログラムの提示方法のイメージ 

プログラム 外国人観光客の来訪を促進するプ グラム 外国人観光客の来訪を促進する

 国際相互理解の増進や我が国文化の発信、新しい文化の創造といった観点から、更なる外国人観光旅客の 
来訪増加を促進し、将来的には3,000万人とする。

訪日外国人旅行者数 

アウトカム プログラムの政策目標 

アウトプット 関連する事業・施策 
【首都圏空港の強化】 
 羽田空港の24時間国際拠点空港化を推進するとともに、成田空港のアジアのハブ空港としての地位 
確立を目指し 首都圏空港の機能を強化する

・羽田空港の発着容量を44.7万回（最短で2013年度中）に、
 成田空港の発着容量を30万回（最短で2014年度中）に 
増やす確立を目指し、首都圏空港の機能を強化する。

  ・滑走路の延伸、エプロンの増設、航空交通システムの高度化 
  ・首都圏空港を含めた徹底したオープンスカイの推進 
【ＬＣＣの参入促進】 
 ＬＣＣの参入に対応するため、受け入れ空港として必要な機能を強化する。 
【空港旅客ターミナル諸施設の機能向上】

増やす。
・需要が更に継続的に増加する場合を見据え､首都圏空港 
 の更なる容量拡大､機能強化について､あらゆる角度から 
 可能な限りの方策を総合的に検討する。 

【空港旅客タ ミナル諸施設の機能向上】 
 国際線乗り入れに必要な空港旅客ターミナル諸施設の整備を進める。 

①今後実施すべき事業・施策の必要量、
箇所数等を示す。 

【訪日外国人旅行者の受入環境整備】 
 戦略拠点や地方拠点の整備、自主的な受入環境整備の支援等を行い、訪日外国人旅行者の受入
環境の整備を行う。 

【日本海側拠点港の形成】

【無電柱化の推進】 
 市街地の幹線道路等において､安全で快適な通行空間の確保､良好な景観･住環境の形成､災害の 
防止､情報通信ネットワークの信頼性の向上､歴史的街並みの保全､観光振興､地域文化の振興､地域 
活性化等に資する箇所で､電線管理者等と連携して､電線類の地中化等による無電柱化を推進する。 

東アジアにおける定点クル ズの発着拠点として見込まれ

 

【客船クルーズの振興】 
 外国クルーズ船の日本寄港促進のためのソフト・ハードの取組を推進する。 
【旅客船ターミナルビルの整備】 

 日本海側各港湾の役割の明確化と施策の集中による､日本海側港湾のさらなる競争力強化を図り､ 
対岸諸国の経済発展を我が国の成長に取り込んでいくための拠点港を形成する。 

東アジアにおける定点クルーズの発着拠点として見込まれ
る港湾において、外航クルーズ船の安全・安定な就航の確
保や、ＣＩＱ機能の充実など乗客の快適性確保のために港
湾の機能強化を図ることで、今後の更なる対岸諸国との相
互交流やクルーズ需要の増大を図る 

 国際競争力の高い魅力ある観光地を形成するための、旅客の乗降、待合等を快適にする施設を 
整備する。 

・・・・・ 3 ③上記の事業・施策の中から、連携して実施することにより得られる効果を示す。 
②政策目標達成のために、どのよう
に寄与するか示す｡ 


